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上下流交流事業「水源わくわくセミナー2025」 -埼玉県
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知識を共有しよう！
●水は雨が川や地下水になって流れ下り、海に出て蒸発してまた雨に
なって、と陸と海をつないで循環しています。
●陸地に降る雨が川に集まる範囲を「流域」と言います。流域は地球の
パーツ。流域ごとの水ネットワークが健やかであれば地球は健やかにな
るはずです。
●今のところ地下水については未解明ですが、地下水を除く水の流れを
理解し、水がどこから来てどこへ行くのかを知るだけでも、上流に感謝し、
下流に配慮する水利用になって、健やかな水循環に貢献できます。

●「循環」という概念の共有

循環は「ぐるぐる回って、一方通行のゴミを出さない」ということ。

それには、上流から来る水を知り、使った水が下流にどのように影響するか、

知ることが大事。

●水循環を整理してみる （イタリアの水法の例から）

個々の水利用に関わる水循環→小循環

主要河川流域の水循環→中循環

地球規模の水循環→大循環

●埼玉の特性を生かした循環を知ろう

埼玉平野を流れる荒川など主要河川は中流部が長く、流域が広く、ほぼ平ら。 そこでの川と用水

路と田をつなぐ「水ネットワーク」は今に引き継がれた埼玉の財産。大地を往く水みちを知っておけ

ば、自然や歴史文化理解にも、防災にも役 立ちます。
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大滝元気プラザで焼き板づくり。木を切り、
火を起こして焼いていきます。

絵付けをして、オリジナル作品の完成!!

ダムを管理する水資源機構の方から、ダムに
ついての説明をいただきました。

ダムの内部も見学させていただき、その機能
や役割を教えていただきました。
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